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運
動
の
現
場
か
ら

井
眞
知
事
の
埋
め
立
て
承
認
に
至
っ
た
あ
と
も
、
今

年
1
月
名
護
市
で
は
稲
嶺
市
長
が
堂
々
当
選
し
た
。

だ
が
、
石
垣
市
長
、
沖
縄
市
長
選
で
の
自
公
推
薦
候

補
の
勝
利
は
今
後
の
暗
雲
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、「
沖
縄
『
建
白
書
』
の

実
現
を
目
指
し　

未
来
を
拓
く
島
ぐ
る
み
会
議
」
の

結
成
大
会
が
7
月
27
日
、
宜
野
湾
市
民
会
館
で
開
か

れ
る
。

3
月
2
日
、
県
議
で
「
建
白
書
」
の
取
り
ま
と
め

に
か
か
わ
っ
た
玉
城
義
和
氏
と
、
沖
縄
の
自
己
決
定

を
目
指
し
た
市
民
・
県
民
の
結
集
を
呼
び
掛
け
、
運

動
団
体
に
影
響
力
の
強
い
島
袋
純
琉
大
教
授
ら
の
呼

び
か
け
で
、
実
に
多
様
な
人
々
が
は
せ
参
じ
た
。
宮

里
政
玄
琉
大
名
誉
教
授
（
対
外
問
題
研
究
会
主
宰
）
は

じ
め
、
研
究
者
か
ら
、
経
済
人
、
辺
野
古
や
オ
ス
プ

レ
イ
パ
ッ
ド
を
緑
豊
か
な
や
ん
ば
る
の
山
中
に
設
置

工
事
中
の
東
村
高
江
の
座
り
込
み
現
場
の
人
々
、
政

党
、
議
員
、
労
組
・
平
和
・
人
権
団
体
等
々
、
実

に
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
議
論
を
し

た
。
88
人
で
発
起
人
会
を
結
成
、
以
後
、
3
回
の
協

議
、
県
議
や
市
町
村
議
会
の
議
員
団
会
議
結
成
を
経

て
、
個
人
参
加
の
大
同
団
結
の
結
成
大
会
の
運
び
と

な
っ
た
。

沖
縄
の
市
民
が
自
ら
主
体
と
な
っ
て
、
地
球
上
の

何
び
と
に
も
許
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
、
自
分
の
土
地
、

海
、
空
を
守
る
権
利
を
求
め
る
運
動
を
再
構
築
し
よ

う
と
い
う
の
で
あ
る
。
基
地
に
左
右
さ
れ
続
け
る
沖

縄
の
未
来
を
拒
絶
し
、
子
ど
も
た
ち
に
希
望
の
あ
る

未
来
を
引
き
継
ぐ
責
務
を
全
う
す
る
た
め
の
結
集
で

あ
る
。

島
ぐ
る
み
は
成
る
か

＊＊
１
９
９
６
年
の
憲
法
記
念
日
、
北
海
道
新
聞
が
3

日
続
き
で
「
沖
縄
か
ら
憲
法
を
考
え
る
」
と
い
う
社

説
を
掲
げ
た
。

5
月
1
日
、
50
年
間
日
本
が
辛
う
じ
て
平
和
を

保
っ
た
平
和
主
義
の
理
念
も
、
絶
え
ず
危
機
に
さ
ら

さ
れ
、
形
骸
化
さ
れ
て
き
た
。
憲
法
論
議
に
は
沖
縄

が
抜
け
落
ち
て
い
た
。
今
、
沖
縄
が
つ
く
り
だ
し
た

平
和
の
う
ね
り
を
、
全
国
的
に
高
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

同
2
日
、
沖
縄
の
「
基
地
、
軍
隊
を
許
さ
な
い
行

動
す
る
女
た
ち
の
会
」
は
、
子
ど
も
と
女
性
の
人
権

回
復
、
軍
隊
と
そ
の
構
造
的
暴
力
を
な
く
さ
な
い
限

り
女
性
の
戦
後
は
な
い
―
と
提
起
し
た
。
こ
れ
を
国

民
の
共
通
認
識
と
し
た
い
。
薬
害
エ
イ
ズ
に
も
み
ら

れ
る
住
民
の
生
活
と
健
康
を
守
ら
な
い
政
府
の
行
政

体
質
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
沖
縄
の
女
性
の

人
権
闘
争
を
本
土
に
も
広
げ
た
い
。

同
3
日
、
前
年
の
大
田
（
昌
秀
）
知
事
の
代
理
署

名
拒
否
は
、
自
治
体
が
中
央
政
府
の
出
先
機
関
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
も
う
地
方
が

国
に
従
属
す
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。
沖
縄
が
発

信
す
る
新
し
い
自
治
の
風
を
ど
う
受
け
止
め
、
生
か

す
か
。（
全
国
の
）
自
治
体
が
答
え
を
出
す
番
だ
。
日

本
国
憲
法
施
行
（
１
９
４
７
年
）
か
ら
半
世
紀
、
平
和
、

人
権
、
自
治
の
状
況
か
ら
、
憲
法
は
「
守
る
」
だ
け

で
な
く
、
住
民
が
積
極
的
に
政
府
や
行
政
の
シ
ス
テ

ム
や
意
識
を
変
え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
沖
縄
が
そ
れ

を
提
起
し
て
い
る
―
そ
ん
な
考
え
が
広
が
っ
て
い
た

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
思
う
。

沖
縄
で
は
第
2
次
大
戦
後
27
年
間
の
米
軍
統
治

（
１
９
４
５
～
72
年
）
か
ら
日
本
へ
の
施
政
権
返
還
以

後
―
通
常
復
帰
後
と
い
う
―
42
年
の
間
に
、「
島
ぐ

る
み
」
と
呼
ぶ
超
党
派
の
闘
争
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

び
、
沖
縄
と
い
う
犠
牲
の
う
え
に
立
っ
た
平
安
と
い

う
現
実
に
無
知
な
本
土
を
覚
醒
さ
せ
た
。
だ
が
、
そ

の
た
び
政
府
の
分
断
に
遭
っ
て
、
瓦
解
さ
せ
ら
れ
た
。

あ
ろ
う
こ
と
か
、
県
民
を
裏
切
っ
た
仲
井
眞
知
事

の
3
選
コ
ー
ル
を
し
て
い
る
「
背
信
」
沖
縄
自
民
県

連
を
中
心
と
す
る
政
治
家
や
そ
の
支
持
者
と
ど
う
対

決
で
き
る
か
、
正
念
場
を
迎
え
る
。

　
（
ゆ
い
・
あ
き
こ
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

大
阪
市
の
生
活
保
護
抑
制
を

モ
デ
ル
に
す
る
な

吉
田
和
雄

運 動 の
現場から

７
月
１
日
の
「
改
正
」
生
活
保
護
法
の
施
行
を
前

に
、
５
月
28
～
29
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
初
の
「
大

阪
市
生
活
保
護
行
政
問
題
全
国
調
査
団
」
行
動
が
行

な
わ
れ
た
。
私
は
「
生
活
保
護
費
大
幅
削
減
反
対
！

三
多
摩
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
一
員
と
し
て
立
川
さ
ん

き
ゅ
う
ハ
ウ
ス
か
ら
、
片
山
か
お
る
小
金
井
市
議
と

参
加
し
た
。

大
阪
市
の
生
活
保
護
行
政
は
、
実
態
を
知
る
に
つ

れ
怒
り
を
通
り
越
し
て
唖
然
と
す
る
事
例
ば
か
り
で
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運
動
の
現
場
か
ら

あ
っ
た
。

調
査
団
は
以
下
の
項
目
で
大
阪
市
を
追
及
し
た
。

①
稼
働
年
齢
層
（
高
齢
世
帯
以
外
の
母
子
、
障
が
い
、
疾

病
、
そ
の
他
世
帯
）
の
異
常
な
減
少
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
「
申
請
時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
問
題　

②
扶
養

義
務
の
強
化
の
問
題　

③
介
護
・
医
療
扶
助
の
利
用

抑
制
と
自
己
負
担
問
題　

④
「
不
正
受
給
」
対
策
の

管
理
、
支
配
体
制　

⑤
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
不
足
な
ど

実
施
体
制
の
問
題
。

大
阪
市
は
全
国
で
最
も
高
い
保
護
率
（
２
０
１
２

年
、
５
・
７
％
、
全
国

平
均
１
・６
％
）
だ
が
、

２
０
１
２
年
７
月

「
生
活
保
護
制
度
の

抜
本
的
改
革
に
か
か

る
提
言
」
を
発
表
し
、

「
稼
働
可
能
な
者
を

生
活
保
護
の
対
象
か

ら
外
す
こ
と
、
医
療

費
・
介
護
費
の
自
己

負
担
制
を
導
入
す
る

こ
と
な
ど
、
保
護
費

削
減
を
目
的
と
し
た

過
激
な
改
革
提
言
を

行
な
っ
た
」（
大
阪
市

の
生
活
保
護
行
政
の
真

の
適
正
化
を
求
め
る
要

望
書
）。

２
０
１
２
年
以
降
、

保
護
世
帯
数
は
大
阪

市
以
外
の
政
令
市
は
被
保
護
者
が
増
え
て
い
る
の
に

大
阪
市
だ
け
が
減
少
す
る
と
い
う
「
極
め
て
特
異
な

動
向
を
示
す
」（
同
要
望
書
）。
大
阪
市
で
も
高
齢
世

帯
の
需
給
者
数
は
２
０
１
３
年
度
も
増
え
て
い
る
の

に
、
稼
働
年
齢
層
は
、
前
年
比
95
％
減
少
。
一
体
何

が
お
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
き
な
問
題
の
一
つ
は
、「
申
請
時
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
で
あ
る
。
大
阪
市
浪
速
区
の
37
～
38
歳
の
男

性
は
、
過
呼
吸
で
救
急
車
で
運
ば
れ
た
り
し
て
仕
事

が
で
き
な
く
な
り
、
所
持
金
も
つ
き
昨
年
10
月
生
活

保
護
を
申
請
。
と
こ
ろ
が
浪
速
区
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
仕
事
を
探
す
よ
う
「
熱
心
に
求
職
活
動
を
行
い
、

継
続
的
か
つ
自
分
に
適
し
た
仕
事
に
就
く
こ
と
」
と

し
た
「
助
言
指
導
書
」
を
交
付
し
た
だ
け
。
５
日
間

で
６
件
の
求
職
活
動
を
行
な
い
１
件
の
面
接
を
受
け

た
が
「
努
力
が
足
り
な
い
」
と
言
わ
れ
、
１
ヵ
月
後

申
請
を
却
下
さ
れ
た
。
12
月
に
入
り
弁
護
士
が
同
行

し
抗
議
申
入
書
を
提
出
、
よ
う
や
く
保
護
開
始
が
決

定
し
た
。
本
人
は
後
日
医
療
機
関
で
「
パ
ニ
ッ
ク
障

害
・
外
出
恐
怖
症
」
と
診
断
さ
れ
療
養
に
専
念
し
て

い
る
。
集
会
で
は「
頑
張
っ
て
仕
事
を
探
し
て
も『
努

力
が
足
り
な
い
』
と
言
わ
れ
た
。
な
ぜ
一
人
で
い
っ

て
も
申
請
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
」
と
怒
り
を

露あ
ら
わ

に
大
阪
市
を
追
及
。

大
阪
市
が
生
活
保
護
申
請
を
受
け
つ
け
ず
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
行
け
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し

「
求
職
活
動
報
告
書
」を
提
出
さ
せ
る「
助
言
指
導
書
」

は
申
請
妨
害
で
あ
り
、
生
活
保
護
法
に
違
反
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

大
阪
市
の
「
扶
養
義
務
照
会
」
の
行
き
過
ぎ
も
度

を
超
え
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
仕
送
り
の
「
め
や

す
」
を
市
職
員
に
示
す
と
い
う
の
も
違
法
だ
が
、
参

加
し
た
当
事
者
の
女
性
の
報
告
を
聞
い
て
ア
キ
レ
て

し
ま
っ
た
。
Ｄ
Ｖ
被
害
か
ら
逃
れ
35
年
間
音
信
不
通

に
し
た
「
父
親
」
か
ら
子
供
で
あ
る
女
性
の
子
に
あ

た
る
孫
の
と
こ
ろ
に
ま
で
住
之
江
区
か
ら
「
扶
養
照

会
」
が
届
い
た
と
い
う
。
孫
の
成
人
女
性
は
、
生
ま

れ
た
と
き
に
「
祖
父
」
は
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
で
あ
る
。

大
阪
市
は
、
こ
の
よ
う
な
「
扶
養
」
者
探
し
に
労

力
を
使
い
な
が
ら
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
職
員
配
置

で
は
４
０
０
人
を
超
え
る
恒
常
的
な
人
員
不
足
や
訪

問
指
導
不
足
を
厚
労
省
か
ら
指
摘
さ
れ
て
も
一
向
に

改
善
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
。

支
給
さ
れ
る
べ
き
介
護
器
具
の
購
入
費
・
介
護
料

を
自
己
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
２
０
１
３

年
４
月
～
11
月
で
１
３
３
件
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
（
介
護
保
険
で
は
１
割
負
担
だ
が
生
活
保
護
世
帯

で
は
介
護
扶
助
費
が
支
給
さ
れ
る
）。
要
介
護
５
の
人
が

シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
が
要
る
と
訴
え
た
ら
「
要
介
護
５

で
動
け
な
い
ん
や
か
ら
い
ら
ん
や
ろ
」
と
言
わ
れ
た

例
も
。
命
や
健
康
に
直
接
関
わ
る
医
療
、
介
護
扶
助

に
ま
で
こ
う
し
た
負
担
を
強
い
る
の
は
許
さ
れ
な
い
。

極
め
つ
け
は
、
私
が
目
撃
し
た
浪
速
区
の
生
活
保

護
課
の
相
談
ブ
ー
ス
。「
録
音・写
真
撮
影
は
お
断
り
」

の
掲
示
を
相
談
室
に
掲
げ
、
部
屋
上
部
に
は
監
視
カ

メ
ラ
、
壁
に
は
自
衛
隊
の
ポ
ス
タ
ー
。
ど
な
い
な
っ

と
る
ね
ん
！

（
よ
し
だ
・
か
ず
お
／
生
活
保
護
費
大
幅
削
減
反
対
！
三
多

摩
ア
ク
シ
ョ
ン
、
写
真
も
筆
者
）

大阪市浪速役所区役所の相談ブース。録音・
録画禁止の張り紙に自衛隊ポスター

ニュース145.indd   21 14.7.28   0:16:21 PM


